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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本ホース金具工

業会（JHCA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正す

べきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS B 8363:2009 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 B 8363：2015 
 

液圧用ホースアセンブリの継手金具及び附属金具 

End fittings and adapters for hydraulic hose assemblies 

 
序文 

この規格は，1983 年に制定され，その後 5 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2009 年に

行われたが，その後，次の日本工業規格の制定及び改正に伴い，これらの規格との整合性を考慮し，改正

した日本工業規格である。 

JIS B 8360 液圧用の鋼線又は繊維補強ゴムホースアセンブリ 

JIS K 6349 液圧用の鋼線又は繊維補強ゴムホース 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鋼線又は繊維で補強した液圧用ホース及び継手金具（以下，継手という。）によって構成す

る液圧用のホースアセンブリ（以下，ホースアセンブリという。）の継手及び附属金具について規定する。

適用流体は，通常，作動油 HH，HL，HM，HR 及び HV である。 

注記 ISO 6743-4 では，作動油の HH，HL，HM，HR 及び HV を，次のとおり定義している。 

HH ：無添加鉱物油 

HL ：HH にさび止め剤と酸化防止剤とを配合したもの 

HM ：HL に耐摩耗性を付加したもの 

HR ：HL の粘度指数を向上したもの 

HV ：HM の粘度指数を向上したもの 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0202 管用平行ねじ 

JIS B 0203 管用テーパねじ 

JIS B 0205-4 一般用メートルねじ－第 4 部：基準寸法 

JIS B 0208 ユニファイ細目ねじ 

JIS B 0209-2 一般用メートルねじ－公差－第 2 部：一般用おねじ及びめねじの許容限界寸法－中（は

めあい区分） 

JIS B 0212 ユニファイ細目ねじの許容限界寸法及び公差 

JIS B 0251 メートルねじ用限界ゲージ 

JIS B 0253 管用テーパねじゲージ 


